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立山弥陀ケ原におけるハナバチ相
体が得られている。キク科のミヤマコウゾリナが8％，
同じくアザミ類（3種見られるが採集記録時に同定ミ
スがあったため一括して扱う），ゴマナが6％前後，
イワイチョウ，ゼンテイカが4％強と続いている。
ハナバチ各科（属）ごとにみると，Halictidae
(LasZogJosszjm属）では個体数でキク科への訪花が
圧倒的に多く，ついでリンドウ科・バラ科植物へ，種
類数でもキク科・リンドウ科・ユリ科への訪花が多く，
Andrenidae（A凡〃e凡α属）では個体数ではユリ科，
種類数ではキク科への訪花が多い。Apidae（Bom6us
属十PS此/zyF邸s属）では個体数ではツツジ科，ついで
キク科が多く，種類数でツツジ科が多い。
キク科，バラ科，リンドウ科，ユキノシタ科，シソ
科ではHalictidae（LasjogZossz"7z属）の訪花が圧倒
的に多く，ツツジ科，ゴマノハグサ科ではApidae
(Bom6邸s属）の訪花が圧倒的に多く，ユリ科では
Andrenidae(A凡d『e凡α属）とHalictidae（Lasjogjo‐
ssum属）がともに多い。
(3)他所との比較
櫛形山では，ハナバチ類は25科61種の植物を訪花し，
キク科への訪花個体数が最も多く，ハナバチ類中約25
％の個体が訪花し，フウロソウ科，ゴマノハグサ科が
約10％，バラ科，アヤメ科が9％弱，ユリ科，キンポ
ウゲ科が7％前後と続く。キク科が最も多いこと，ユ
リ科，バラ科，ゴマノハグサ科への訪花が多いことは
櫛形山と弥陀ケ原で共通であるが，弥陀ケ原では櫛形
山に比べツツジ科への訪花個体が多く，フウロソウ科，
アヤメ科への訪花が無い。弥陀ケ原の調査地ではツツ
ジ科の開花量がたいへん多く，フウロソウ科，アヤメ
科植物が存在しなかったこと等の植生の違いが，この
結果の違いに反映されているものと思われる。
立山高山域では，キク科，ツツジ科，バラ科，キン
ポウゲ科，ゴマノハグサ科への訪花個体数が多い（根
来，1999）。キク科，ツツジ科，バラ科，ゴマノハグ
サ科が多いのは，弥陀ケ原と高山域で共通であるが，
ユリ科，ユキノシタ科への訪花は高山域では無く，弥
陀ケ原では，キンポウゲ科への訪花が少ない。ユリ科，
ユキノシタ科は高山域では開花量がたいへん少なかっ
たこと，弥陀ケ原では，キンポウゲ科の開花量がたい
へん少なかったこと等の植生の違いが，この結果の違
いに反映されているものと思われる。
(4)マルハナバチ類の訪花性一ツツジ科との密接な関
係一
本調査地では，5種のマルハナバチ属の訪花が観察
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された。各種の訪花の概要は以下のとおりである。
Bo./zypoc”tα：ツツジ科6種を1￥24913，バ
ラ科2種を1早1？，イワウメ科1種を19の合計3
科9種を2早26？13が訪花した。最も多く訪花した
花は，クロウスゴで1¥14？，次いでオオコメツツジ
5913である。
Bobea瓦Coja：ツツジ科4種を1￥121？63，ゴ
マノハグサ科4種を32？13，キク科4種を2早119
583，バラ科3種を11？，その他5科5種を1早59
83の合計9科20種を4早1809733が訪花した。早
と？が最も多く訪花した花は，オオコメツツジで93？，
次いでエゾシオガマ30？，オオバスノキ1平19？であ
り，3が最も多く訪花した花は，アザミ類563，次い
でヤナギラン83である。
Bod〃e戸szjs：ツツジ科1種を8？，バラ科2種を
3？，ユリ科1種を1？の3科4種を129が訪花した。
最も多く訪花した花は，オオコメツツジで8早である。
Bo・CO凡so6戸mzjs：マメ科1種を1？，シソ科1種
を19，ユリ科1種を19の3科3種を3？が訪花し
た。
BQ/zo凡s"e"sjs：ツツジ科1種を2早が訪花した。
以上のように，当調査地ではBom6zJs属は，Bo・COル
so〃musを除いて，ツツジ科への訪花が主となって
いる。
当調査地では，ツツジ科は以下の10種の開花が確認
された。クロウスゴ(開花期間：6月下旬～7月下旬)，
ムラサキヤシオ（7月上旬），イワナシ（7月上旬），
マルバウスゴ（7月下旬），ツガザクラ（7月下旬），
オオバスノキ（7月下旬），アカモノ（7月下旬～8
月上旬），クロマメノキ（7月下旬～8月上旬），オ
オコメツツジ（7月下旬～8月下旬），ミヤマホツツ
ジ（8月中旬）。うち，イワナシ，ツガザクラ，ミヤ
マホツッジの3種は，訪花が確認されなかった。これ
らは，いずれも当所では開花量がたいへん少なかった
種である。
クロウスゴは，7月10日に訪花した18個体のうち15
個体がBo./zypoc〃tα，Bo､69α瓦coJaが1個体，A凡．
jo凡gあめZα"sとLα､pγo6jema瓦cumが各1個体である。
ムラサキヤシオは，7月10日にBo./zypoc戒α1個体。
マルバウスゴは，7月25日にBo./zypocF肱α2個体。
オオバスノキは，7月25日に訪花した24個体のうち17
個体がBo・beα瓦coja，Bo./zypoc死ta1個体，A凡.t“e‐
yama凡α3個体，A凡jo凡g奴bjα"s2個体，Lα,凡z4pγz‐
coJa1個体で，7月31日にBo､beα瓦coZaが3個体訪花
している。アカモノは，7月25日にLapFo6jemα"cz"7Z
2個体。クロマメノキは，7月31日にBo./zypoc戸"α，
根来尚
Bo､6eα"coja各1個体，8月7日にBo､6eα瓦coZa1個
体。オオコメツツジは，7月31日から8月23日の間訪
花した127個体のうち98個体がBo・be“jcoja，Bo・
んypoc”tαが6個体，Bo.｡加〃sus8個体，Bo./Lo九sん‐
座e九sjs2個体，A恥t“eyama凡α13個体である。
クロウスゴ，オオバスノキ，オオコメツツジが開花
量的にも主要な開花植物で訪花個体も多く，ムラサキ
ヤシオ，マルバウスゴ，アカモノ，クロマメノキは，
この3種に比べ開花量が比較的少なく，訪花個体数も
少なくなっている。これらのツツジ科植物は，一部重
なり合いながらも開花時期を少しずつ違え，訪花者も
時期を違えて各種を訪れている。特に，クロウスゴ，
オオバスノキ，オオコメツツジの3種間では，ほとん
ど訪花時期が重ならない。
9月上旬以降は，ツツジ科の開花が無く，キク科
(アザミ類）へ訪花が圧倒的に多くなるが，その多く
は雄個体であって，営巣とは直接関係が無い訪花であ
る。
当調査地においては，マルハナバチ属とツツジ科植
物とは，相互依存的な密接な関係にあるものと考えら
れる。
立山高山域においては，最も多く訪花されたのはキ
ク科次いでツツジ科であり，当調査地と順位は異なっ
ているが，キク科に対し開花時期が早く開花量も比較
的少ないことを考慮すれば，また，立山高山域におい
てツツジ科を訪花したハナバチ個体数の，約85％がマ
ルハナバチ属であることから，高山域においてもマル
ハナバチ属とツツジ科植物との相互関係は重要である
ことは確かである（根来，1999）。
(5)コハナバチ類・ヒメハナバチ類の訪花性
LaPγo6Je77zα"cz"7z：キク科8種を127早1813,リ
ンドウ科3種を64早，バラ科3種を51￥，ユキノシタ
科1種を14¥223，ユリ科3種を29平，シソ科1種を
14尋73，その他8科10種を33早13の14科29種を321
￥2293が訪花した。最も多く訪花した花は，ミヤマ
アキノキリンソウで36ユ763，次いでゴマナ29￥443，
ミヤマコウゾリナ37￥26J'，イワイチヨウ52早，チン
グルマ41早と続く。
Lα､ひ〃〃egjaucz"?z：キク科1種を2早，リンドウ
科，バラ科，イワウメ科，ユリ科各1種を各1¥の合
計5科5種を6￥が訪花した。
Lasp：キク科5種を27早13，シソ科1種を3早，
ユキノシタ科1種を3早，その他4科5種を6平の合
計7科12種を40￥13が訪花した。最も多く訪花した
花は，ミヤマコウゾリナで13早13，次いでミヤマア
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キノキリンソウ9¥である。
L仏凡Up”coZa：キク科5種を11￥163，リンドウ
科1種を3平，ユリ科1種を3早，アカバナ科1種を
1早13，ツツジ科1種を1早の合計5科9種を19￥
173が訪花した。最も多く訪花した花はミヤマアキノ
キリンソウ3¥93で，次いでミヤマコウゾリナ4早
4Jである。
LasZogJoss邸、属は全般的にキク科への訪花が多い
が，訪花期間が2期に分かれており，6．7月にはイ
ワイチョウ・チングルマが多く，9．10月にはミヤマ
アキノキリンソウ・ミヤマコウゾリナなどキク科が多
い。6．7月にキク科への訪花が無く9．10月にキク
科が多いのは，6．7月にはキク科は1．2種のみが
開花し，8月以降キク科の開花種が増え，特に8月後
半以降全般的に開花植物種数が減るのに対しキク科の
開花種がむしろ増加し開花種中に占める割合が増加す
ることによるものと思われる。また，開花面積も他の
科に比べ広い範囲を占めるからでもある。
しかし，Lasjogjoss邸、属は訪花対象が広く，その
時々に多い開花植物を主に訪花しつつもその他の植物
もまた広範に訪花する。Lasjogjoss座、属はハナバチ
中では小型の種が多く，大型・小型の皿状花・椀状花
のみならず筒状の花冠でも潜り込めることで訪花対象
が多様となり，その結果個体数が多くなり得る。また，
個体数が多くなると，訪花対象が多様化する圧力とな
るものと考えられる。
A凡.t“eyama凡α：ユリ科4種を53早，ツツジ科2
種を15早13，キク科3種を4早13，リンドウ科2
種を5平，その他4科4種を4早の合計8科15種を81
早23が訪花した。最も多く訪花した花は，ゼンテイ
カで49￥，次いでオオコメツツジ13￥である。
ユリ科（ゼンテイカ）への訪花が多いが，同時にツ
ツジ科にも比較的多く訪花し，多少とも筒状の花を選
択するように思われる。ゼンテイカヘの訪花ハナバチ
は，そのほとんどがA凡.t“eyama凡αであるが，ゼン
テイカからは菊から花粉を，花冠にもぐりこんで花蜜
を採取するが，柱頭にはまれに接触するのみで花粉I媒
介にはあまり役立ってはいない。このことは，La
p戸o6jema瓦c邸、,．Bo､d加”sus・Bo・CO凡so6γ、usで
も同様であり，田中（1997）の観察したとおりハナノで
チ類はゼンテイカの重要な花粉媒介者とは言えないと
思われる。
まとめ
1.1995年に富山県東部，立山弥陀ケ原において，ハ
ナバチ相の生態的調査を行なった。そ-の結果，5科
立山弥陀ケ原におけるハナバチ相
7属28種1256個体のハナバチが得られた。科・属の
レベルでは，個体数ではHalictidae(Lasjogjossz"γz
属）が57％712個体と最も多く，次いで，Apidaeが
30％（うちBom"s属が29％），Andrenidae(A凡｡‐
戸g"α属）12％であり，ColletidaeとAnthophoridae
(Nomada属）はたいへん少なかった。種数では
Halictidae（LasZogJoss邸"z属）が9種と最も多く，
Andrenidae（A凡〃e凡α属）が7種，Apidaeが6
種（うちBo"z6“属が5種）で続き，Colletidaeと
Anthophoridae（Nbmada属）はともに3種であ
フ
'つo
2．ハナバチの活動は6月から10月の間みられ，個体
数では7月下旬と10月上旬にピークがあり，種類数
では7月下旬と9月上旬にピークが認められる。種
類数．個体数ともに，LasZogjoss座ﾉ凡属は7月下旬
と10月上旬にピークがあり，8月には少なくなる。
Bom“s属は種類数では全般的に変動は少なく，個
体数ではLaSjogjoSSum属とは逆に8月9月上旬に
多くなる。Arzd戸g凡α属では7月下旬に多くなる。
3．調査期間中ハナバチの訪花をうけた植物は17科45
種である。そのうち最も多いのはキク科植物で全採
集ハナバチ個体数の38％が得られ,ついでツツジ科
15％，次いでユリ科7％，バラ科・リンドウ科各6
％である。中でもミヤマアキノキリンソウが最も多
く，採集ハナバチ個体数の12％が得られ，次いで
オオコメツツジ10％，ミヤマコウゾリナ8％である。
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